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論文内容の要旨
本論文において、安定圏の新しい構成方法を与える。このため体上有限次元自己入射多え環のみを扱う
ものと・4・る。
有限次元多元環の表現論において多元環の安定同値、道来同値によ り表現型等の性質が保存されるか?
という問題を動機とし安定圏、 道来圏に関する多くの数学者による興味深い研究報告である。 1990年前後
に、J.Rickard等により安定同値と道来同値を結び、つけるいくつかの結束がボされた。 特に、多元環に
よる道来同値はそれらの森田型の安定同値を自然に与えることを示した。以来、森岡型の安定同値は道来
圏のテクニックを用いて多く の結果が示されている。しかし、森田型でない安定同値はその存在すら知ら
れていなかった。
本論文では、自己入射多元療の正則写像に関する条件により 2つの多元環が安定同値になるための十分
条件を与える。ここで、向己入射K-多元環Aの正則写像とは、 K-線形写像A→Kで{λ(αA)= 0コα=
() }を満たすものであり、正目IJ写像は多元環の自己入射性を完全に特徴付ける。主定理は次の結果である。
体K-よの自己入射多元環A.Bに対して、多元環の同型p:A/SOCA→ B/socBが存在し、次の条件
を満たすときAとβは安定同値である。任意の根基の元の組α.bErad ん α，b'εradBで る=p (正)， b 
=長(1)')を満たすものについてλA(め)=λ lJ(α'・b')が成立する。
ただし、多元環Aとその冗αについて、ぶまソクルによる剰余類を表し、SOCAとradAはそれぞれソク
ルと恨基を表・仁ここでは、この定理を示し関連する例を考えるためのいくつかの結巣を与える。特に、
道来同値に関係のない (Riclくardの意味で)安定同値の例を与える。
論文審査の結果の要旨
学位論文は7章からなり、第l、3、4、5章を準備事項と背景の解説に当て、 2、6、7章において
研究成果を論じている。(2、7章は竹田、 山形との共同研究 [20][21]、6章は単著論文 [19]に基づ
く。以下、引用文献需号は学位論文にある参考文献番号とする。)
第2車:与えられた多元環と極小入射余生成加群と を考え、そのホッホシルト拡大環について、それが
いつ対称多元環になるかについて研究した。 1形 [31]で提起された問題 「与えられた2コサイクルによ
り構成された拡大環の対称性を判定する方法を求めること』、 r2コサイクルによりどのような対称多元環
が得られるか」を解 くこ とを目的に研究を行った。その結果、 多元環のクイパーにおけるパスを使った非
常に簡明な2コサイクルの条件を発見し、それが2コサイクルによる拡大震が対称多元環になる十分条件
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であることを証明した(学位論文、定理2.10)。これは共同研究 [20]において着ー者の果たした大き
な貢献の一つである。
第7章:リピティティブ多元環の自己準同型写像で次数Oのものを決定した。これは共同研究 [21] 
において行われたが、著者は諸定理の条件の必要性を裏付ける重要な例の構成に貢献した(学位論文7. 
4)。
第6章:極小人射余生成加群2コサイクルによる拡大多元環の安定同値性については、すでに88年に山
形 [3幻で考察されている。著者は [32]で考案された安定圏同値対応を必ずしも拡大多元環にならない
一般のフロベニウス多元環に対しでも同掠に定義できる条件を発見した。これはフロベニウス多元環に付
随する線形写像に関するもので、この線形写像が安定同値性に関係していることを指摘した画期的な発見
である。さらに [32]で考案された安定同値関手が一般に森田型関手にならないことを注意した。これは
森田型関手でない安定同値関手の最初の例として注目されている。
以上の諸成果は有限次多元環の表現論の発展に大きく寄与するものであり、本論文は博士(理学)の学
位を授与するに値するものと審査した。
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